
日本維新の会衆議院宮城県第4選挙区支部長

衆議院議員

＜第４選挙区＞ 塩竈市、多賀城市、富谷市、七ヶ浜町、利府町、大和町

大衡村、石巻市、東松島市、松島町、大郷町、女川町

本号外は、日本維新の会衆議院宮城県第4選挙区支部長として活動する

早坂あつし代議士の活動を中心に掲載しています。

■発行元：日本維新の会

■発行日：令和5年5月1日

■連絡先：宮城維新の会

・宮城維新の会 代表
・1971年3月11日生（５2歳）
・妻、長男、長女の4人家族
・東北高等学校 卒業
・元仙台市議会議員、児童指導員
・社会福祉法人『心和会』 理事
・現在 文部科学委員会 委員
東日本大震災復興特別委員会 理事

＜富谷事務所＞
〒981-3304
宮城県富谷市ひより台2-31-1-202
Tel：０２２-344-6115
fax:022-344-6116
Email:hayasaka.miyagi@gmail.com

＜国会事務所＞
〒100-8982
東京都千代田区永田町2-1-2
衆議院第2議員会館704号
Tel：03-3508-7414
fax:03-3508-3894

【プロフィール】

早坂あつし

機関紙 日本維新 号外
日本維新の会衆議院宮城県第4選挙区支部

宮城維新の会ではご自宅の塀や壁に

ポスターを貼らせていただける方を募
集しています。短期間でも構いませんの
で、お気軽にお問合せください。ポス
ター貼り、ポスティングのボランティアも
募集しています。
ご連絡お待ちしております！

ポスター掲示 ご協力のお願い

【趣味】
・ブラジリアン柔術
・筋トレ

日本維新の会は、地方組織強化の
取り組みとして積極的に候補者擁立
を進め、全国の地方議員を600名以
上とする目標を掲げて統一地方選挙
に臨みました。
非改選の175名を合わせると日本
維新の会の所属議員は774名となり、
全国で議席を大きく増やすことがで
きました。
7月には、地元仙台の市議会議員
選挙が行われます。現在、宮城維新
の会では3名の公認候補者を擁立す
ることを決めました。この勢いを7月
の仙台市議会議員選挙につなげて
いけるよう宮城維新の会も頑張って
まいります。

日本維新の会
共同代表 吉村 洋文

統一地方選挙において、大阪府知事・奈良県知事・大阪市長などの首長

衆議院和歌山１区補欠選挙、そして政令指定都市議員など５９９名が当選！

衆議院議員
宮城維新の会 代表

日本維新の会は次の国政選挙で
「野党第一党獲得」を次の目標とし、
次期衆議院議員選挙・参議院議員
通常選挙に向けて支部長の公募を
受け付けています。
また、次期衆議院選挙に向けて立
候補を検討している方、今後日本維
新の会の一員として活動し、議員を
目指すことを検討されている方を対
象とした国会議員候補エントリー説
明会も5月に実施されます。新たな
挑戦の場を求めている方や関心の
ある方は奮ってご参加ください。詳し
くは日本維新の会HPをご覧ください。

国会議員候補
エントリー説明会について



早坂あつし
SNS発信中！

＜応募資格＞
①日本維新の会（宮城維新の会）の理念・政策に共鳴し、党活動の先頭に立って地道に開拓できる方。
②日本国籍を有し、選挙期日に満２５歳以上の方。
＜提出書類＞
①申請書 ②誓約書 ③履歴書 ④戸籍謄本 １通 ⑤住民票 １通 ⑥卒業証明書 ⑦志望動機書
＜問い合わせ・提出先＞早坂敦富谷事務所 〒981-3304 宮城県富谷市ひより台2-31-1-202

TEL:022-344-6115 FAX:022-344-6116 Email:hayasaka.miyagi@gmail.com
他、ご不明点などございましたらお問合せください。

HP Instagram LINE

宮城維新の会 候補者公募概要
県議会議員選挙・市町村議会議員選挙

一般党員募集中

後援会員募集中

※詳細は事務所へお問い合わせください。

宮城維新の会では、下記要領で市町村議会議員
選挙に於ける候補者の公募を行なっております。

・政治改革・国会改革
・統治機構改革
・ウクライナ危機と日本の安全保障
・景気対策（短期）
・成長戦略（長期）
・未来への投資・多様性
・危機管理・科学技術・環境
・憲法改正 日本維新の会HP

日本維新の会 政策提言

早坂敦さんを応援しています！

日本維新の会
代表 馬場 伸幸

日本維新の会
幹事長 藤田 文武

日本維新の会
共同代表 吉村 洋文

①アスリートのセカンドキャリアについて
②スタジアム・アリーナ改革について
③文科省に対する消費者事故調の報告書について
アスリートのセカンドキャリアについては、他国に比べるとまだまだ政策的には弱いと感じています。

ジュニアの段階から長い目でみてしっかりカリキュラムを組む必要があり、また、地方との連携も今後
は必要ではないかということを永岡桂子文部科学大臣並びにスポーツ庁次長に質しました。

①学校施設、設備の安全点検の課題、問題点について
②全国で年々増え続けている廃校の利活用（廃校プロジェクト）の現状と今後について
学校の施設や設備が原因の事故が増えています。未然防止のための実効ある点検の仕方や、防災士など

外部人材の活用等を提案し、早急な対処を要請しました。

①被災者の「心のケア」問題について
②ALPS処理水の海洋放出に伴う風評払拭について
③風評による輸入規制の緩和・撤廃について
政府は「復興の総仕上げ」の段階と位置付けていますが、心のケアの問題や福島県の風評被害対策は不

十分です。風評の影響については、被災地の人々や漁業関係者などの理解を得ることはもちろん、諸外国
の理解を得られるよう政府には、全力で取り組むよう要請しました。

①災害時の現行法令における避難所の法的位置づけや要件について
②災害対策情報の収集手段としてドローン等先端技術の研究開発、実用化の状況について
③福島県の観光需要喚起策について
今年1月、各会派の理事で宮城県、福島県を視察した際の、視察質問を行いました。震災の際、女川で

は、東北電力女川原子力発電所に360名ほどの地域の方々が避難され、およそ3か月もの間、発電所員の
方々と避難生活を送られていました。原子力災害の恐れがないという前提で、災害時に原子力発電所も避
難所として活用できないか政府に検討するよう要請しました。

4/27 東日本大震災復興特別委員会

4/24 決算行政監視委員会第1分科会

4/19 文部科学委員会

4/5 文部科学委員会
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